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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電柱建設用の掘削穴の底面に複数の略扇形の板状部材を放射状に隣接して配置し、円形
を形成してなる電柱用接地部材であって、
　前記板状部材の各々は、
　複数の通水孔と、
　中心部から放射方向に開口する第１スライド長孔と、
　周縁部に沿って開口する第２スライド長孔と、を有し、
　前記複数の板状部材は、前記中心部において枢着手段により相互に枢着され、前記周縁
部において連結手段により一つの端部を除いて相互に連結され、
　前記枢着手段が、各前記板状部材の前記第１スライド長孔に沿ってスライドし、前記板
状部材が重なるように伸縮し、
　前記連結手段が、各前記板状部材の前記第２スライド長孔に沿ってスライドし、連結さ
れない前記一つの端部を有する前記板状部材の下に他の前記板状部材が重なるように収縮
することを特徴とする電柱用接地部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の電柱用接地部材であって、
　前記板状部材は導電性金属より形成されることを特徴とする電柱用接地部材。
【請求項３】
　電柱建設用の掘削穴に埋設する電柱用接地部材の設置方法であって、
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　複数の通水孔を有し、導電性金属からなる略扇形の板状部材を複数作製する段階と、
　前記掘削穴を掘削した後、前記略扇形の弧が外周となる円形を形成するように、且つ、
互いに一部が重なり合うように前記板状部材を一枚ずつ並置して前記電柱用接地部材を作
製する段階と、を有することを特徴とする電柱用接地部材の設置方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電柱用接地部材に係り、より詳細には、電柱建設時の掘削穴の大きさに対応し
て表面積を調節可能で、且つ建設現場等への移動時の携帯が容易な電柱用接地部材に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　電柱等の配電設備を建設する際には、漏電による事故を防ぐため、根元部分に接地部材
を埋設し接地線を接続する作業が行われる。接地部材は銅等の導電性金属より作製される
のが一般的であるが、従来その表面積が狭く、また形状が一定であったため、接地抵抗を
さらに低下させることが可能で、より柔軟に作業現場の状況に対応できる接地部材が求め
られていた。
【０００３】
　この点に鑑み、特許文献１に記載の接地部材や特許文献２に記載の電柱用接地部品のよ
うに、現場の状況に応じて有効面積を広げたり、形状を適宜変更したりすることが可能な
接地部材が開発されている。
【特許文献１】特開平１０－１２５３６７号公報
【特許文献２】特開２０００－３０７７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１および２に記載の発明によれば、接地部材を変形させ面積を広げることがで
きるので、接地可能な範囲が広がり、接地抵抗を低減させることができる。さらに、特許
文献２に記載の発明においては、敷設現場での作業の手間を省くこともできる。
　しかし、電柱建設用の掘削穴はほとんどが円形であるにもかかわらず、特許文献１およ
び２に記載の発明をはじめとして、従来提供されている接地部材の多くが円形ではなく、
掘削穴の底面を十分に有効利用できていない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記のような問題を解決するため本発明が提供するのは、電柱建設用の掘削穴の底面に
複数の略扇形の板状部材を放射状に隣接して配置し、円形を形成してなる電柱用接地部材
である。この電柱用接地部材は、複数の通水孔を有する。
　また、この電柱用接地部材において、複数の板状部材は、それぞれ中心部から放射方向
に開口する第１スライド長孔と、それぞれ周縁部に沿って開口する第２スライド長孔とを
さらに有するとともに、中心部においては枢着手段により相互に枢着され、周縁部におい
ては連結手段により相互に連結される。枢着手段は各板状部材の前記第１スライド長孔に
沿ってスライドして伸縮し、連結手段は各前記板状部材の前記第２スライド長孔に沿って
スライドして収縮する。
　さらに、本発明が提供する電柱用接地部材において、板状部材は導電性金属より形成さ
れる。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の電柱用接地部材によれば、掘削穴の大きさに応じて大きさを適宜変更すること
ができるので、有効抵抗面積が得られやすい。また、収納時には小型化できるので、電柱
建設現場などへの移動の際に持ち運びが容易である。
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　さらに、埋設時の変形が少ないので、電柱移設等に伴って掘り出した場合には再利用す
ることも可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施例を説明する。
　図１および２に示すのは、本発明の第１の実施例を説明する概略図である。図示するよ
うに、電柱用接地部材（１０）は複数の板状部材（１ａ）を用いて構成される。
　板状部材（１ａ）は銅などの導電性金属より作製され、略扇形で、水はけのため複数の
通水孔（２）を有する。電柱建設工事の際には予め複数の板状部材（１ａ）を用意してお
き、建柱穴を掘削したら底面にこの板状部材（１ａ）を並置する。このとき、例えば図２
のように、扇形の弧が外周となる円形を形成し、且つ互いに一部が重なり合うように１枚
ずつ板状部材（１ａ）を設置して電柱用接地部材（１０）を構成し、その一部に電柱の設
置線を接続する。
【０００８】
　板状部材（１ａ）の大きさには特に制限はないが、掘削穴の底面に地面が見えない程度
に敷き詰められるのが望ましい。また、図２においては７枚の板状部材（１ａ）を使用し
ているが、使用する枚数はこれに限られず、掘削穴の大きさに応じて適宜必要な枚数を用
いてよい。
【０００９】
　次に、図３乃至６を参照して本発明の第２の実施例を説明する。
　図３に示すように、板状部材（１ｂ）は、板状部材（１ａ）に、中心部から放射方向に
設けられた第１スライド長孔（３）と、周縁部に沿って開口する第２スライド長孔（４）
とをさらに設けたものであり、板状部材（１ａ）と同様に、銅などの導電性金属より作製
される。
【００１０】
　本発明の第１の実施例と同様、板状部材（１ｂ）は、建柱穴の底部に扇形の弧を外周と
する円を形成するように並置されるが、本実施例においてはさらに、複数の板状部材（１
ｂ）はネジ等の枢着手段（５）により中心部で枢着されるとともに、小型のネジ等の連結
手段（６）により周縁部において隣接する別の板状部材（１ｂ）と連結されて電柱用接地
部材（１０）を構成する。これを図４に示す。
【００１１】
　本実施例の電柱用接地部材（１０）において、枢着手段（５）は各板状部材（１ｂ）の
第１スライド長孔（３）に収まる。各板状部材（１ｂ）の第１スライド長孔（３）に沿っ
て枢着手段（５）の位置を変更することにより、電柱用接地部材（１０）は伸縮し、表面
積が変化する。したがって、掘削した建柱穴の大きさに対応して電柱用接地部材（１０）
の大きさ調節し、穴の底面全体を覆うようにすれば、接地抵抗をより低く抑えることがで
きる。
【００１２】
　また、連結手段（６）は、１つの板状部材（１ｂ）を除き、隣接する一方の板状部材（
１ｂ）の第２スライド長孔（４）に収まるように設けられている。電柱用接地部材（１０
）を持ち運ぶ際には、連結手段（６）を第２スライド長孔（４）に沿って移動させると、
図６に示すように、端部Ａを有する板状部材（１ｂ）の下に他の板状部材（１ｂ）が重な
る。このように小型化することにより、電柱建設工事現場等への電柱用接地部材（１０）
の持ち運びが容易になる。
【００１３】
　なお、本実施例においても、本発明の第１の実施例と同様に、板状部材（１ｂ）の大き
さや使用する枚数に制限はない。また、本発明の第１および第２の実施例の接地部材は埋
設時の変形が少ないため、例えば電柱を移設する際に再利用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の第１の実施例における板状部材を示す図。
【図２】本発明の第１の実施例を説明する図。
【図３】本発明の第２の実施例における板状部材を示す図。
【図４】本発明の第２の実施例を説明する図。
【図５】本発明の第２の実施例を説明する図。
【図６】本発明の第２の実施例を説明する図。
【符号の説明】
【００１５】
　　　　１０　電柱用接地部材
　　　　１ａ・１ｂ　板状部材
　　　　２　通水孔
　　　　３　第１スライド長孔
　　　　４　第２スライド長孔
　　　　５　枢着手段
　　　　６　連結手段

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(5) JP 4614832 B2 2011.1.19

【図５】
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